
 

 

法政大学新見附校舎 

2015 年度「連帯社会」連続講座 

主催：公益財団法人 日本労働文化財団 

連帯社会研究交流センター 
 

「連帯社会研究交流センター」は、連合、日本労働文化財団、労働者福祉事業団体、生活協同組合が法政

大学と連携して設立する修士課程大学院コース「連帯社会インスティテュート」（通称：連合大学院）の支

援・連携組織として、連帯社会構築にむけてのさまざまな研究交流の機会を企画・実施しています。 

昨年度に引き続き、「連帯社会」に関わる研究者の方々に、最近ご発表のご著書の内容を中心に問題提起を

いただく連続講座を企画いたしました。第 7 回は、湯浅誠氏をお招きして、「おまかせ民主主義」ではな

い、真の民主主義のあり方について、ご講演いただくこととなりました。ご関心のある方々に広くご参加い

ただきますようお願い申し上げます。 

なお、参加申し込み方法につきましては、連帯社会研究交流センター・ウェブサイト上で行なう方法をと

らせていただきますので、「イベント・シンポジウム」<http://recss.jp/event.html>をご参照ください。 

第 7 回：ヒーローを待っていても世界は変わらない 
 

日 時 2016 年 3 月 5 日（土）１3：30～１5：30（13：00 開場） 

       

 

場 所 法政大学大学院棟 401 教室 

講師：湯浅 誠 氏 

社会活動家・法政大学現代福祉学部教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム  ＊来聴歓迎＊     【会場】法政大学大学院棟案内図 
 

13：30        開会 
13：30 ～ 15：00 講演 
15：00 ～ 15：30 質疑応答 
15：30       閉会 

 
 
 
 
 

 
 

地下鉄南北線/有楽町線「市ケ谷駅」 
5番出口下車 5分 

～お問い合わせ～ 

連帯社会研究交流センター（ReCSS） 

e-mail：info@recss.jp 

URL:   http://recss.jp 

 

参加費無料 

要申込 

湯浅誠（ゆあさ まこと）氏のプロフィール 
1969年東京都生まれ。東京大学法学部卒。2008年末の年越し派遣村村長を経て、2009

年から足掛け 3年間内閣府参与に就任。内閣官房社会的包摂推進室長、震災ボランティ

ア連携室長など。政策決定の現場に携わったことで、官民協働とともに、日本社会を前

に進めるために民主主義の成熟が重要と痛感する。現在、法政大学現代福祉学部教授の

他、NHK第一ラジオ「マイあさラジオ」、文化放送「大竹まことゴールデンラジオ」レ

ギュラーコメンテーター、「ラジオフォーラム」レギュラーパーソナリティー、朝日新聞

紙面審議委員および編集権に関する審議会委員、日本弁護士連合会市民会議委員。講演

内容は貧困問題にとどまらず、地域活性化や男女共同参画、人権問題などに渡る。著書

に『ヒーローを待っていても世界は変わらない』（朝日文庫）、第 8回大佛次郎論壇賞、

第 14回平和・協同ジャーナリスト基金賞受賞した『反貧困』（岩波新書）、『貧困につい

てとことん考えてみた』（茂木健一郎と共著、NHK出版）など多数。 
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テキストボックス
【会場変更のご案内】第7回連続講座の会場が、<大学院棟 401教室> に変更となりました。

f-suzuki
テキストボックス
法政大学 大学院棟 401教室 (新見附校舎の隣です)




